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甲午改革期の学部編纂教科書の特性について 
－「國民小學讀本」(1895)を中心にして－ 
 野村 淳一 
 
はじめに 
 甲午改革における教育改革の基本方針は、科挙制度の廃止と学校教育制度導入であり、こ
れまでの科挙の及第を目的に漢籍の講読を中心に行なわれてきた旧教育体系を否定し、近
代的学校制度の導入を試みたことである。従来の伝統的初等教育機関である書堂で使用さ
れてきた「千字文」や五倫、儒学総論から構成された「童蒙先習」1などの漢籍教材では、
朝鮮王朝期を通して影響を受けてきた事大主義を払拭することは難しい。そのため、甲午改
革期から近代的学校で使用する目的で正式に教科書が刊行されるようになった。自主独立
精神の注入のためには、新教科目・教育内容の新たな教材が必要だったからである。また、
教科書は啓蒙書の役割も果たしており、当時発行された教科書は甲午改革期に提示された
教育改革の具現化でもあった。 
 1894 年 7 月 27 日「軍国機務処」が設置され、教育に関わる議案が立案された。議案 42
「科文取士 係是朝家定制 而難以虚文 収用実才 科挙之法 奏蒙上裁変通後 另定選
挙條例事」、議案 48「凡國内外公私文字 遇有外國國名地名人名之當用欧文者 倶以国文繙
翻訳施行事」、議案 104「小學校教科等書 令學務衙門 先行編纂事」2   
 科挙制度の実質的廃止を規定する議案 42 は、科挙制廃止による官吏登用の方法の変更だ
けでなく、官吏が備えるべき資質をも変えるということを意味した。外国文の国文翻訳及び
国文使用を決定する議案 48 は、政府が公布する主要な公文及び「官報」などは、国漢文混
用体ないしハングル体文章を使用するものであった。そして、教科書の編纂を促す議案 104
が提議され、小学校を設立するとともに教科書を編纂する事業が推進されるようになった。 
 また、中央政府機関の官制改編が実施され外交・教育・文化事業の多くの部門を担当して
いた従来の「礼曹」が改編された。そして、教育行政事業を専門とする学務衙門を独立させ
て、伝統的な儒教教育を払拭して新たな教育を実施するための学校を設立する体制を揃え
た。その教育行政を担当する学務衙門（後の学部）に編輯局が設置され、国文（ハングル文
字）の綴字と各国文の翻訳、教科書の編集がなされた3。1895 年 11 月 15 日付で公布された
政府予算では、学部所管費として 126752 元が配当され、その内の 5000 元が教科書印刷費
として確保された4。教科書作成においては、本国史と本国文を教えること、明・清を尊崇
せず太祖大王の「開国紀元」を使用することが強調された。小学校教科用図書は、「小学校
令」第 15 条に「小学校の教科用図書は、学部の編集したもの或は、学部大臣の検定を経た
るものを用うべきこと」5とあり、官立小学校の教科書は当初から検定を原則とされていた。
その後、教科書の編纂発行は、学部だけではなく全知識人が参与する形で発展していった。 
                                                   
1 初学者のための入門的な教科書で、朴世茂(1487年‐1564年)の編著にかかるものとされている。16 世
紀中葉に成立し、17世紀の前半期にはすでに刊行されて広く用いられた。「千字文」に続く学習用教科
書としての地歩を確立したとされている 。分量は 17帳 226行。内容構成としては、初めに封建倫理道
徳の五倫を説き、次に儒教理説の原理的骨子を「総説」として述べ、「歴代要義」歴史で中国史を中心
に朝鮮史についても叙述している。渡辺学「童蒙先習の転進相」『思想』1972年 5月号 p.76 
2 「高宗實録」高宗 31年 7月 3日、8日、28日 「𦾔韓國官報」開国 503年 7月 3日、8日、28日 
3 勅令第 46号「学部官制」第 7条、「𦾔韓國官報」開国 504年 3月 25日 
4 「𦾔韓国官報」建陽元年 1月 20日付 第 226号 
5 宋炳基・朴容玉・朴漢咼編『韓末近代法令資料集Ⅰ』大韓民国国会図書館 1970年 p515 
千葉大学大学院人文公共学府 研究プロジェクト報告書 第 338 集 pp.28-43 2019 年 
『東アジア「近世」比較社会史研究 その２』 
29 
 
学部編輯局は朝鮮で最初の初等教育用教科書「國民小學讀本」6（図－1）を編纂し、1895 
年（開国 504 年）陰暦 7 月、陽暦 8 月中から 9 月中旬に学部から刊行した。表題は「國民 
小學讀本」であるが国語読本であり、学部作製木刻活字に依る旧式印刷及び製本で、国漢文
混用の 31 課 144 頁の体裁である。比較的長文型で、漢字語は難易度の高い漢字が用いられ
ている。この国語読本刊行以降、漸次国民意識形成のために学部編輯局から「国史」「地誌」
「修身」等の教科書や開化啓蒙書が編纂刊行されていった7。 
甲午改革期は、近代教育と関連した制度的整備はなされたが、教科書刊行のための経験や
そのための準備期間は不足していた。官立小学校での教育実施をひかえていた時期でもあ
り、教科書作成は学部編輯局にとっては急務であった。そのため、日本の学校で使用されて
いる教科書類を参考にするために、1895 年 5 月に駐日公使館事務充てに「日師範学校等の
教科書及び教師参考書の購送」の訓令を出して、参照可能な日本の教科書を送付するよう命
じている8。教科書編纂と日本との関連はこれだけではなく、さらに「國民小學讀本」の翌
年に新たに刊行された「新訂尋常小學」9では、日本人補佐員が編纂に関与するようになる。
そして、その後の 1906 年に刊行された学部編纂「普通学校学徒用国語読本」10では、統監
府の日本人学務参与官が直接編纂に従事した。その意味では、教科書内容の分析は、大韓帝
国学部の教育改革の自立性とそれに対する日本の侵食との度合いを示す基準にもなりえる
ものである。本稿では甲午改革前期に学部編輯局が最初に編纂した「國民小學讀本」の内容
分析を通して、その特性を考察していく。 
 
１．「國民小學讀本」と日本の教科書との関連 
（1）文部省編集「高等小學讀本」との関連                                        
 「國民小學讀本」は、開化期の最初の国語教科書であるため、国語教育の側面から読本の
特性と意味が分析され、また、社会や文化史の脈絡でこの教科書がもつ意義が考察された。
その結果、「國民小學讀本」の国語教育史的意味と特性、構成と内容などが明らかにされた。
김혜정(2002)(2004)は、国語教育の視点から近代的テキストの構造的特性について言及し、
「國民小學読本」は歴史上初めての国文教科書として国漢混用文体で作成され、内容におい
ては民族意識や独立精神、主権意識に応えた時代的使命を内在した教科書であると論じて
いる11。윤치부(2000)も同様に国語教科書の構成に関連して言及している12。 
                                                   
6 韓國學文獻研究所編『韓國開化期敎科書叢書 1 國語篇 I』亜細亜文化社 1977年 復刻版参照。  
7 「学部編纂局開刊書書籍定価表」に、「朝鮮歴代史略」「朝鮮歴史」「朝鮮略史」「朝鮮地誌」「小學讀
本」「夙恵記略」「簡易四則算術」などが紹介されている。 
8 「日師範学校等の教科書及び教師参考書の購送訓令」1895.5.24 旧韓国外交文書 3（日案） 
9 韓國學文獻研究所編『韓國開化期敎科書叢書 1國語篇 I』亜細亜文化社 1977年 復刻版を参照。
1896年(建陽元年)陽暦 2月上旬に発行された。「國民小學讀本」よりも分量が多く 3卷 3冊の編制で国
漢文混用体が用いられている。「國民小學讀本」と比較すると漢文の難易度が平易で、文章も比較的短
文型で国家及び歴史的関連教材だけでなく、生活や家庭、社会的内容も多く取り上げられている。ま
た、理解を深め興味関心を高めるために挿絵も挿入され、1巻は 15 面、2巻は 20面、3巻は 26面の挿
絵が使用されている。日本の「尋常小學讀本」からの挿絵や引用が多く見られる。「新訂尋常小學」は
甲午改革期教育現場で一定期間実際で使われ、以後他の読本教科書に多くの影響を与えた。 
10 1906年に統監府の影響下にあった大韓帝国学部によって編纂発行され、4年間の普通学校教育課程に
対応して、1年に 2 巻ずつ使用するために全 8巻 132課で構成されていた。印刷は日本の大日本図書株
式会社が担当した。1905年に発行された文部省編纂「尋常小學讀本」が底本とされた。 
11 김혜정「近代啓蒙期国語教科書の内的構成原理の探索」『国語教育研究』第 11集 2002年。「近代的
テキストの構造的特性と合意－国民小学読本を中心に－」『国語教育』第 113号 2004年。他に、李奭
周「開化期国語表記研究－西遊見聞と國民小學讀本を中心に－」『漢城大学論文集』、許炯「韓国開化基
礎の教科書（國民小學讀本）に現れる主題分析」『中央大学校中央文化院学術研究』1989年等の論文。 
12 윤치부「國民小學讀本の国語教科書的構成様相とその意味」『新国語教育』第 64号 
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송명진(2009)は、「國民小學讀本」は「教育詔書」と「小学校令」によって発表された一連
の教育の目的を反映した教科書であり、国民としての義務を強調してこれを通して究極的
に華夷意識から逃れて、強力な近代国家を建設するという意図を表現していたと論じてい
る13。このような研究の中で特に重視されたのが、「國民小學讀本」編纂過程で参考にした
日本の教科書との関連性や当時の学部編輯局の主体性に関するものである。김소영(2007)は
「國民小學讀本」が、日本文部省が 1888 年に出版した「高等小学讀本」【図－２】を参考
にして編纂されたことを指摘した14。参考にした日本の教科書名を明確にしたが、比較精査
してその「参考」の意味を明確にするまでには至らなかった。日本の「高等小學讀本」との
関係を単元内容の比較から明確にしたのが、강진호(2012)(2013)論文である15。「國民小學讀
本」と日本の「高等小學讀本」の教材項目を比較検討して、「國民小學讀本」は日本の教科
書を参考にしてはいるが、民族主義的な視点を基にして単元を取捨選択することによって、
終始一貫民族主義的視角を堅持していると論じている。 
박승배(2012)(2013)は、学部編輯局の編纂者が活用した文献として、「高等小學讀本」の
他に当時のアメリカの教科書も参考にしていると述べている16 。編輯局に関しては、
전용호(2005)は「國民小學讀本」は朴定陽が学部大臣在任期に企画されて、李完用が学部大
臣の時期に刊行されたとし、編纂の主体を学務参議李商在であると言及している17。そして、
朴定陽の著書である「美俗拾遺」の文章が、教科書に引用されていることを指摘した。박승배
や강진호等も「美俗拾遺」からの引用に関しては同様の意見である。 
「高等小學讀本」との関連に関して澤田哲(1988)は、「國民小學讀本」は 41 課中 17 課が、
日本文部省の「高等小學讀本」のそのままの翻訳であると指摘している18。同様に、全淑美
(2000)も「國民小學讀本」は全 41 課中、日本の「高等小學讀本」からそのまま翻訳された
もの 27 課、朝鮮風に改文したもの 14 課、新しく作られたもの 9 課であるとしている19。結
論的には、【表－1】に見られるように「美俗拾遺」の関連も一部あるが、「國民小學讀本」
のほとんどの題材項目が、当時の日本の文部省の検定教科書である「高等小學讀本」からの
引用翻訳で構成されている。 
 しかし、日本の教科書からの引用が多いという事実をもって、朝鮮で最初の教科書である
「國民小學讀本」の教科書としての主体性までも否定することはできない。旧教育から新教
育へ移行する時期において、これまでに「教科書」という教科用図書の作成を経験してない
場合、何らかの先行「モデル」を参考にすることは、日本や清末の中国でも見られたことで
ある。清末の蒙学堂や初等小学堂で使用された教科書で 1902 年に文明書局より出版された
「蒙學讀本全書」は、西欧や日本の教科書の形式や題材を模倣して編纂されている20。 
                                                   
13 송명진「国家と修身、1890年代読本の二種類の様相」『한국언어문화』39集 2009年 
14 김소영「甲午改革期教科書内の国民」『韓国史学報』29号 2007年「高麗史学会」p196.p197 
15 강진호「国語教科書の誕生と近代民族主義－国民小學読本(1895)を中心として－」『상허学報』36集
2012年、「国語科教科書と近代的主体性の形成－国民小學読本(1895)を中心として」『국제어문』第 58
集 2013年 
16 박승배は「國民小學読本」の第 11課「駱駝」と第 31課「亜米利加發見一」の教材内容は、日本の教                 
科書の引用ではなく、それぞれ「New National Readers」3巻 38課「CAMEL」と「New National 
Readers」5巻 77課-78課「DESCOVERY OF AMERICA」から引用であると指摘して、「國民小學読本」はア
メリカの教科書の影響も考慮すべきであるとしている。「甲午改革期学部編纂教科書の編纂者が活用し
た文献考証Ⅰ」『教育課程研究』30巻 3号 2012年、P157.P159 
17 전용호「近代知識概念形成と国民小學読本」『우리어문研究』第 25集 2005年 
18 澤田哲「開化期の教科書編纂者としての玄采」『韓』韓国研究院 第 109号 1988年 p205 
19 全淑美「朝鮮甲午改革期の教科書『小學讀本』に描かれた儒教道徳」『アジア教育史学研究』第 9号 
2000年 p47 
20 汪家熔『民族魂－教科書変遷』商務印書館 2008年   p40～p43 
「蒙學讀本全書」の第 1冊から第 4冊は日本の教科書の構成を参考にし、第 5冊は西欧の教科書の構成
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【表－１】 学部編纂「國民小學讀本」と文部省編輯「高等小學讀本」との関連表21 
朝鮮教科書名 巻 課 題 名 日本教科書名 巻 課 題 名 
國民小學讀本 1  第１課 「大朝鮮」 高等小學讀本 1 第１課 「吾國」 
國民小學讀本 1  第２課 「廣知識」 高等小學讀本 1 第２課 「知識ヲ得ルノ方法」 
國民小學讀本 1  第３課 「漢陽」 高等小學讀本 1 第５課 「東京」 
國民小學讀本 1  第４課 「我家」 高等小學讀本 1 第７課 「吾家」 
國民小學讀本 1  第５課 「世宗大王紀事」      
國民小學讀本 1  第６課 「商事及交易」 高等小學讀本 1 第16課 「商売及交易」 
國民小學讀本 1  第７課 「植物変化」 高等小學讀本 3 第５課 「植物ノ変化」 
國民小學讀本 1  第８課 「書籍」 高等小學讀本 1 第35課 「書籍」 
國民小學讀本 1  第９課 「以徳報怨」 高等小學讀本 2 第７課 「怨ニ報ユルニ徳ヲ以テス 
國民小學讀本 1  第10課 「時計」 高等小學讀本 1 第26課 「時計」 
國民小學讀本 1  第11課 「駱駝」 高等小學讀本 3 第19課 「駱駝」 【注1】 
國民小學讀本 1  第12課 「条約國」 高等小學讀本 4 第７課 「条約國」 
國民小學讀本 1  第13課 「知識一話」 高等小學讀本 4 第10課 「知識ノ話」 
國民小學讀本 1  第14課 「倫敦 一」 高等小學讀本 6 第８課 「倫敦」 
國民小學讀本 1  第15課 「倫敦 二」 高等小學讀本 6 第８課 「倫敦」 
國民小學讀本 1  第16課 「風」 高等小學讀本 4 第20課 「風ノ原因」 
國民小學讀本 1  第17課 「勤學」 高等小學讀本 4 第２課 「勉強」 
國民小學讀本 1  第18課 「蜂房」 高等小學讀本 5 第14課 「蜂房」 
國民小學讀本 1  第19課 「支那國 一」      
國民小學讀本 1  第20課 「銭」 高等小學讀本 5 第1・2課 「貨幣ノ必要」「貨幣ヲ論ズ」 
國民小學讀本 1  第21課 「紐約」 高等小學讀本 4 第29課 「紐約克」 
國民小學讀本 1  第22課 「乙支文徳」     
國民小學讀本 1  第23課 「鯨猟」 高等小學讀本 3 第10課 「鯨猟」 
國民小學讀本 1  第24課 「老農夕話」 高等小學讀本 3 第32課 「老農ノ談話」 
國民小學讀本 1  第25課 「時間恪守」 高等小學讀本 5 第34課 「時間ヲ守ル可シ」 
國民小學讀本 1  第26課 「支那國 二」      
國民小學讀本 1  第27課 「ｶﾞｰﾌｨｰﾙﾄﾞ一」 高等小學讀本 5 第11課 「苦学ノ結果 一」  
國民小學讀本 1  第28課 「ｶﾞｰﾌｨｰﾙﾄﾞ二」 高等小學讀本 5 第12課 「苦学ノ結果 二」  
國民小學讀本 1  第29課 「氣息 一」 高等小學讀本 2 第32課 「二ツノ息 一」 
國民小學讀本 1  第30課 「氣息 二」 高等小學讀本 2 第33課 「二ツノ息 二」 
國民小學讀本 1  第31課 「西米利加發見 一」 高等小學讀本 4 第12課 「亜米利加發見一」【注2】 
國民小學讀本 1  第32課 「西米利加發見 二」 高等小學讀本 4 第13課 「亜米利加發見二」 
國民小學讀本 1  第33課 「西米利加獨立 一」 朴定陽『美俗拾遺』 
「開國事跡」「獨立事情」「民主並歴史」から引用  
※전용호 前掲書指摘 
國民小學讀本 1  第34課 「西米利加獨立 二」 
國民小學讀本 1  第35課 「西米利加獨立 三」 
國民小學讀本 1  第36課 「鰐魚」 高等小學讀本 4 第９課 「鰐魚」 
國民小學讀本 1  第37課 「動物天性」 高等小學讀本 4 第32課 「動物ノ天性」 
國民小學讀本 1  第38課 「合衆國礦業」 高等小學讀本 5 第29課 「合衆國ノ鉱業」 
國民小學讀本 1  第39課 「元素」 高等小學讀本 5 第31課 「元素」 
國民小學讀本 1  第40課 「成吉思汗 一」     
國民小學讀本 1  第41課 「成吉思汗 二」      
【注 1】「New National Readers」3 巻 38 課「CAMEL」からの引用と指摘。박승배「甲午改革期学部の
教科書編纂者が活用した文献考証Ⅰ」『教育課程研究』30 巻 3 集 2012 年 p157  
                                                   
を模倣しているとしている。また、光緖 23年（1897年）の「蒙學讀本」の一部は、英国の教科書
「New Orient First Reader」から翻訳引用していると指摘している。 
21 「國民小學読本」は復刻版（韓國學文獻研究所編『韓國開化期敎科書叢書 1 國語篇 I』亜細亜文化
社）を使用し、「高等小學讀本」は 1 巻から 4 巻までは、復刻版（『日本教科書体系近代編第 5 巻 国
語（二）』講談社）を 5 巻から 7 巻までは、国立国会図書館所蔵本を使用して関連表を作成した。ただ
し、8 巻は欠本により参照できなかったため関連表は完全なものではない。 
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【注 2】「New National Readers」5 巻 77 課-78 課「DESCOVERY OF AMERICA」からの引用と指摘。 
박승배 前掲書 p158 
また、1903 年から編集され始め、1906 年にかけて出版された商務印書館の「最新国文教科
書」は、日本の教科書出版社金港堂と合併していたため、金港堂から派遣された日本人顧問
が編集に参加している。そのため、金港堂から出版されていた「小学尋常科読本」の影響を
受けていると指摘されている22。 
「高等小學讀本」のような標準的な検定教科書ができるまで、日本も外国の教科書を翻訳
引用して作成していた。教科書作成における外国教科書の引用・参考に関しては、明治初期
の日本の教科書作成状況も同様であった。欧米の先進技術・思想を国民に普及させるために
教科書は重要な役割を果たしていたが、日本の教育制度の学制期（1872～1879 年）には、
国内には使用できる適切な教科書がなかった。そのため、欧米から輸入された教科書を底本
にして日本語の教科書が作られた。アメリカ人フランシス・ウェーランド（Francis Wayland）
が著した「Elements of Moral Science」 簡約版の訳書『修身論』23（阿部泰蔵訳、文部省
編纂、明治 7 年刊）やボンス（Bonne, Louis Charles）著・箕作麟祥訳「泰西観善訓蒙」等
の修身教科書である24。この当時の文部省は文明開化のために欧米道徳書からその教材内容
を取り入れていため、挿絵も西洋人の風俗で日本の実状と合わない翻訳調の文面になって
いた。このような欧米翻訳の教科書から脱却して、ようやく自国の教育状況に適した教科書
として作成されたのが、文部省編輯の読本教科書である。 
 
（2）文部省検定教科書「高等小學讀本」の特性 
 日本においては 1886 年の「学校令」により、富国強兵の教育政策による国家統轄の体制
のもと教科書についても「教科用図書検定規則」が制定された。検定制度の実施とともに、
文部省では標準教科書を編集して民間の教科書に一つの基準を示し、教科書の改善をはか
ろうとした。そこで、文部省編輯局で積極的に教科書の編集刊行にあたり、その結果「高等
小學讀本」が明治 21・22 年に刊行された。この教科書は、当時の日本の高等小学校で使用
された標準教科書で、その後の検定教科書の内容項目に大きな影響を与えた教科書である。
「國民小學読本」の特性を検討する前に、学部編輯局が編纂過程で引用・参考にしたとされ
る「高等小學讀本」の形成過程やその教材特性を明らかにする必要がある。 
 「高等小學讀本」は、巻一から巻三までは明治 21 年中に、巻四以下は明治 22 年中に出
版された。「緒言」において「此書中ニハ、修身、地理、歴史、理科及ビ農工商ノ常識ニ要
相ナル事項ヲ其趣意ノ難易ニ從ヒ、交互ニ錯出セリ」とあり、教科書の内容は修身、地理、
理科、歴史、実業の教材と結びつき、生活に役立つものを選定したと述べている。修身は「従
順、貞淑、友愛ノ情ヲ感発シ、児童ヲシテ其身ヲ愛重シ、其志ヲ高尚ナラシメンコト」が期
待され、「農工商ノ常識ニ要用ナル事項等」は、「他日国家ニ対シテ盡スベキノ本分ヲ知ラシ
メンコト期シタリ」と、その目的を説明している25。地理は国内の都府の紹介や「支那、欧
米諸国ノ、我邦ト親密ナル関係ヲ有スル大都ノ状況ヲ略説」すると説明しているが、「欧米
                                                   
22 商務印書館の「最新国文教科書」と日本の編集者や教科書の影響に関しては、班婷「中国の国語科近
代 過程における日本の影響－清末民国前期を中心に－」広島大学大学院学位論文 2016年、呉倩「20
世紀初頭における商務印書館の教科書と日本」『国際基督教大学学報亜細亜文化研究別冊』(20）2015、
樽本照雄「初期商務印書館における教科書の系譜」『大阪経済大学論集』 第 53巻第 4号 2002年な
どに論考されている。 
23 アルベルト・ミヤン・マルティン「F・ウェーランドと阿部泰蔵訳『修身論』 明治初期の翻訳教科書
をめぐって」『大阪大学大学院言語文化研究』 2011年 9月 
24 『日本教科書大系：近代編．第 3巻．修身（3）』講談社 1962 年 p568 
25 「高等小學讀本」緒言 『日本教科書体系近代編第 5巻 国語（二）』 p169 
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諸国」の都市と比較すると巻 4 第 8 課「北京」では「道路、極テ不潔ニシテ、街巷ノ隅角ニ
ハ、塵芥、汚物、積ミテ丘ヲ爲セリ。且地下ニ溝ヲ鑿チテ、河ニ通ジ以テ汚水ノ漏泄ニ備フ
ト雖モ、近年、是ヲ修理セザルガ爲ニ、溝渠、槪ネ、壅塞セリ。此故ニ汚水、蒸發シテ、臭
氣ヲ飛散シ、人ヲシテ嘔吐ヲ催サシム。」と、その不衛生な環境を強調している。 
 歴史に関しては、「児童ヲシテ、帝室ヲ尊ビ国家ヲ愛スルノ志気ヲ涵養セシメンコト」を
目的として特に皇国としての視点が重視された。巻 2 第 1 課「皇統一系」では、「天皇ノ御
血統ハ、神代ヨリ、連綿トシテ、数千年ノ今日ニ至ルマデ、万人ノ能ク知ル所ナリ。」と万
世一系の皇統を説明した後に、「然ルニ、支那、其他ノ外国ニテハ、今日、臣タル者モ、明
日ハ、其主人ヲ弑シテ、王トナル者アリ。（中略）我国ニハ、古来、此ノ如キ者、一人モ無
ク、殊ニ君臣ノ分ハ、確立シテ動カス可カラザルモノト定レリ」とその忠臣の姿勢を高く評
価している。次に第 2 課「神器国旗」において、「八咫鏡・八尺瓊勾玉・草薙剣」の三種の
神器が伝わる「すめら御国は、大君の、千世万世も治しめす国」と皇国の神聖性を示す。そ
して、巻 4 第 28 課「皇国の民」では、「皇国の民よ、わがはらからよ。国のために盡せ、き
みのため盡せ、家のため、身のためにつくせ。銃丸ふる中も、おそれずすすめ、太刀打つ下
も、ひるまずすすめ。」と皇国の民としての忠君愛国を示して、屍積む山も血汁の川も躍り
進み、氷つく海も砂漠の中も厭はず進んで、「旭日の旗の翻るところは、是れ吾国ぞ、皆わ
が国ぞ。」と、日本の国威発揚を強調する。教授用図書としての叙述面では、「此書ニ於テハ、
文章ノ、華美ニシテ雅馴ナランヨリハ、寧ロ其記述スル事項ノ価値ヲ重ズルニ由リ、其文體
ハ、成ルべク簡単明瞭ニシテ、理解シ易カランコトヲ主トセリ。」として、華麗な文章表現
でなく、簡潔な文章で記述して内容を重視したことを説いている26。 
このように、「高等小學讀本」は当時の森有禮文部大臣の下、日本を世界列強と並ぶ第一
等国の地位に高めるため、富国強兵の教育政策を反映して編纂された文部省の検定標準教
科書であった。修身、地理、歴史、理科、農工商などの教材の多様性や文章の特性を考慮す
ると、甲午改革期の学部編輯局が「國民小學讀本」の編纂過程において、「高等小學讀本」
の項目を参考に当時の朝鮮の実状に照らして取捨選択して導入したとものと言える。 
 
２．「國民小學讀本」と学部編輯局 
（1）甲午改革期の学部編輯局 
 「國民小學讀本」の翌年に刊行された「新訂尋常小學」は、甲午改革期の学部編纂の国語
読本であっても、その内容面では大きく異なっている。「新訂尋常小学」の序文には、日本
人の学部補佐員高見亀と麻川松次郎が編輯に関与したという事実が紹介されていて、「塙保
己一」や「小野道風」などの日本人や「日本居留地の地図」等が題材化され、挿絵も日本の
教科書と同一のものが使用されている。それに対して「國民小學讀本」の教材には、日本人
や日本を事例とした題材がほとんど収録されてない。この二種類の教科書の違いの理由に
ついては、「國民小學讀本」は親日的な編纂者によるものではなく、駐米体験のある「親美
派」27官僚が主体となって編纂したからであると指摘されている28。 
 전용호は「國民小學讀本」が朴定陽が学部大臣であった時期(1894.7.27～1895.5.31)に企
画されて、李完用が学部大臣であった時期 1895 年 6 月から 10 月に刊行されたとしてい
る。教科書の表紙に明記された刊行時期が「開国 504 年梧秋」、1895 年陰暦 7 月(陽暦では 
8 月 20 日から 9 月 18 日)であり、その時期は李完用が学部大臣に就任していた時期であっ
                                                   
26 「高等小學讀本」『日本教科書大系 近代編 第 5巻 国語（二）』 ｐ170 
27 親美開化派官僚の形成過程に関しては、韓哲昊「朝美修交後、親美開化派台頭と美国観形成」『親美開      
化派研究』 国学資料院 1998年 p39～p71  
28 전용호「近代知識概念の形成と国民小學読本」『우리어문研究』第 25集 2005年 p250 
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たとしている。そして、「國民小學讀本」編集を主導した官僚は、朴定陽や李完用が学部大
臣であった時期に常に学部で実務を担当していた学部参議官李商在であると分析している。
これに関しては강진호も同意見で、李商在はアメリカからの帰国後、学務衙門参議兼学務局
長・法務参事官を歴任しながら、漢城師範学校や官立小学校、官立外国語学校の創設に関わ
り、「国民小學讀本」の刊行を主導したとしている29。 
 このように「國民小學讀本」は、李商在らを中心にした学部官僚によって刊行されたもの
と見なされ、その関係で教科書には朴定陽や李商在などの「親美」派官僚の世界観が投影さ
れているとしている。その根拠として、「國民小學讀本」の教材に、朴定陽が著した「美俗
拾遺」(1888)の内容の一部が挿入されていることを指摘している。전용호は、「西米利加獨
立」の単元が、朴定陽の「美俗拾遺」の「開国事跡」と「獨立事情」と類似した形式になっ
ていて、部分的にはほとんど一致する内容が見られると指摘している。第 34 課「西米利加
獨立二」のフィラデルフィアに集まった州代表が獨立を宣言し、ワシントンが軍隊と民衆に
檄文を公表したことや檄文の内容が、「美俗拾遺」と一致するとしている30。これらの点か
ら、学部編集局が「國民小學読本」の一部の単元に「美俗拾遺」の内容を引用したことは事
実であるが、李商在ら学部官僚がどの程度、教科書編纂に関わったかについては、序文や趣
意書がないので不明な点が多いのは確かである。  
 
（2）朴定陽と「美俗拾遺」 
 学務大臣朴定陽や学務参議李商在らは、日本及びアメリカを訪問した経験があり、1880
年代の「開化政策」に参与した漸進的改革官僚で、近代的な教育制度に対して理解を示して
いる。朴定陽は、1881 年 1 月に「東莢府暗行御使」に任命され「朝士日本視察団」や「紳
士遊覧団」と後に称される使節の一員として随員の李商在とともに訪日し、内務省や文部省
などを視察して状況を報告している31。また、1887 年初代駐米全権公使としてワシントン
に駐在し、条約締結で圧力を加える清に対して自主外交を展開している32。 
 朴定陽は初代駐米全権公使としてワシントン駐在時、アメリカの国情を丹念に視察して、
その見聞を「美俗拾遺」に著した。「美俗拾遺」は、開化期最初の西欧見聞記であり、ワシ
ントンに赴任した 1888 年 1 月から 11 月まで見聞きしたことを記録したものである。報告
書的な著述で、米国の地理、歴史、制度、文物が詳細に紹介されている。兪吉濬の『西遊見
聞』は出版されたが、「美俗拾遺」は高宗と高位官僚官間でのみ読まれたものと推定される。
「美俗拾遺」に叙述されている項目は、美国地理、歴史概要、地勢、開国事蹟、独立事情、
民主并歴代、土地開拓、州郡、人種、政府機関の体制と事務分掌、国憲、民選院、元老院、
裁審院、国務省、戸部、陸軍部、海軍部、内務部、逓信部、農務部、交渉、経済及び財政制
                                                   
29 강진호「国語教科書の誕生と近代民族主義－国民小學読本(1895)を中心として－」『상허学報』36集 
2012年、「国語科教科書と近代的主体性の形成－国民小學読本(1895)を中心として」『국제어문』第 58
集 2013年  p19 
30 전용호は、その他に老婆が息子に鈍刀を渡して話す場面や一人の老いた農夫が息子に話した内容の引
用が同一であるとしている。韓國學文献研究所編 韓國近代思想叢書『朴定陽全集』6 亜細亜文化社 
1984年 p564の記述部分。 전용호「近代知識概念の形成國民小學読本」『우리어문研究』第 25集 
2005年 p251  
31 朝士視察団は、日本の物情を見聞探索すること、及び各省や重要部門を視察することを任務としてお
り、「視察記」類と「聞見事件」類に大別される結果報告書、視察活動に関する日記・紀行録などを残
している。文部省の機能を把握して報告では、明治日本が導入した西欧式近代教育制度に関した情報が
網羅されている「文部省 (所轄目録)」と「日本文部省記」を記した。『朝士視察團関係資料集』國學資
料院 ソウル 2000年（「視察記」類と「聞見事件」類の日記.紀行録） 
32 駐米全権大臣としてクリーブランド大統領に謁見して、信任状を棒呈することに対して清国側から干
渉を受けることになる。森万佑子「朝鮮政治・外交の変容と朴定陽」『朝鮮外交の近代』名古屋大学出
版会 2017年 p229～ｐ236 
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度、奉教、教育、華盛頓、農業、工業、商務、物産、地租、銭幣、銀行、会社、財貨、社会
教育施設・文化、選挙、引水機、救火機、道路、車両、鉄道、新聞紙、製造、暦法、尺度、
秤衡、華盛頓などの事項で構成されている33。 
 朴定陽の対米認識は好意的で米国を「世界第一の富国」と評価し、その原因が「内修の実
務」にあるとしている。政府が産業保護政策を実行し、官と民が職務を忠実に遂行している
ので米国は繁栄すると指摘している。教育制度にも強い関心を示し、アメリカの学校制度と
教育内容を次のように記している。 
 
「教育は政府が最も重要視しているもので、都府から州郡に至るまで学校を大中小に分け
て設立している。男女は生まれて 6, 7 歳、やっと言葉を理解するようになればすぐに小
学校に入る。3 年期限で卒業して教師から証書を受領した後、中学校入学が許可される。
また 3 年を期限で卒業証書を受領して大学に入り、4 年期限で卒業して終える。その学業
には全課目があり天文・地理・物理・師範・政治・医業・測算・農商工・機械鉱務・光学・
化学・海陸軍兵学・各国語学など揃えない学問がない。才芸によって各自従事し、工商と
雖も大学校卒業証書がなければ人はこれを信用せず、世の受け入れなれない。」34 
 
 ここで朴定陽が注目している部分は、「美国」では男女平等に小学校教育を実施している
という点と大学で多くの専門科目を教えているという点である。貴賤に関係なく小学校で
教育を受けさせ、その中から英才を大学校で学ばせて中堅官吏、または社会を指導して行く
知識人を養成するようにして、教育内容にはアメリカの大学のように専門的な知識技術を
含めようとしたものと推察できる。  
  また、学校教育のための教育財政に関しては、「各地方には学田があり、それによって学
校費用や教師の月俸を支払い、予算が不足したり欠乏したりした場合は、該当の州の地租か
ら補填する」35ことになっていると指摘し、教育費の財政基盤に強い関心を示している。ま
た、私立・義立中学校数・大学校・教師・生徒数や政府が設立する小学校費の額についても
詳細に記述している36。特に国民の教育程度に関して「統計人民男女之不學無識者不過為二
十分之一」と、その就学率の高さを記している。朴定陽は、アメリカの学校教育制度に対し
て、学校経営上の財政確保や基礎的就学率の高さに注目していることがわかる。 
 朴定陽は初代学務大臣として 1894 年 8 月、変化する時代に対応できる内治外交を担当
する新しい人材を育てるために小学校と師範学校の設立に関する告示文を発表した37。朴定
陽はアメリカで見た教育制度を念頭に置きつつ、人材を育成するために師範学校で教師を
養成して小学校で教育を実施し、その後、大学校を設立して専門的な教育を実施しようとい
う計画を構想していた。朴定陽は甲午改革の「学務衙門告示」(1894.9.29)から「漢城師範学
                                                   
33 朴定陽の「美俗拾遺」に叙述されているこれらの項目内容に関しては、韓哲昊「親美開化派の美国観
形成－朴定陽の美俗拾遺を中心にして」『親美開化派研究』国学資料院 1998年 p39～p71 
34『朴定陽全集』6「美俗拾遺」亞細亞文化社 1984年 ｐ612～ｐ613  
 「敎育一事政府最爲用力 上自都府下至州郡閭巷 設立學校分大中小三等 男女始生六七歲 纔解方言便     
入小學校 限三年卒業受敎師證書然後許入中學校 又三年受卒業證書始入大學校 限四年卒業第 其學業均
有課目 曰天文曰地理曰物理曰師範曰政治曰醫業曰測算曰農曰商曰工曰機械曰鑛務曰光曰化及海陸軍兵
學各國語學無學不備 隨才藝各遵其願 雖商小枝若非大學校卒業證書 人不信之而不得行于世」 
35「各地方均有學田 以為學校費款教師月俸等用備 若有欠缺不足則必以該州地租中捐補 此皆政府所設
也」 同上『朴定陽全集』6「美俗拾遺」ｐ612 
36「全國内私立義立等中學校為一千五百八十八處 大學校三百七十處而官立者不在此額毎校教師或十人或
數十人生徒或數百人 不齊按一千八百八十四年政府設立小學校費 款為一億六百六十一万四千九百圓」 
同上 ｐ612 
37 「茲由本衙門立小學校師範學校先行京內 上自公卿大夫之子下至凡民俊秀皆入」「告示文」『朴定陽全
集』4巻 亞細亞文化社  1984年 p373 
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校官制」(1895.4.16)まで、初代学務大臣として多くの教育行政を担当した。このような時期
に、学部編輯局が官立小学校で使用するための教科書の編纂に取りかかり始めたのである。 
 
３．「國民小學讀本」の教材内容 
 教育の普及と発展こそが国家を支える基盤であるとする「教育詔書」38が、1895 年に詔
勅として宣布された。教科書にはその核となる朝鮮への「愛国心」と「虚名」を捨てて実用
を重視する理念を反映させなければならなかった。そのためには、儒教教義中心の「書堂」
での教育内容から脱却し、実利的で科学的な知識が教育内容に含まれるとともに、自国語や
自国の歴史を強化する必要があった。「國民小學読本」には地理や歴史、理科等の内容の題
材が加えられた。「書堂」での教育内容と異なった自主独立意識と科学的知識の内容を含ん
でいる地理、歴史、理科と結びつかなくては、初等教育教材としての意味が認められなかっ
たのである。また、「千字文」や「童蒙先習」のように漢文中心の教科書でなく、国文を尊
重した教科書を使用する必要があった。従来の旧教育が漢文の書籍を基本にしており、それ
が事大主義の温床となっていたので、国文よる朝鮮本位の教育の強調と教材作成の意味は
極めて重要であった。国文を使用した読本教科書は、事大意識の払拭のみならず近代国家形
成のために必要な知識を広めるための開化啓蒙書でもあったのである。「國民小學讀本」の
最初の単元である第 1 課「大朝鮮國」では、朝鮮が独立国であり国の富強はいかに学業を修
得するかにかかっているとして、以下のように記述されている。 
 
「我が大朝鮮は、亜細亜洲の中の一王国である。（中略）土地は肥沃で物産は豊かである。
世界には独立国が多くあるが、我大朝鮮国もその中の一つである。壇・箕・衛・三韓新羅・
高句麗・百済・高麗のあった古い国であり、太祖大王が開国してから五百年も王統が続い
てきた。我等はこの国に生まれた、ところが今日に至って世界万国と修好通商をして富
強を争う時代になったので、我国に住む臣民の最急務は、ただ学業に全力を尽くすこと
である。一国の富強貧困は、其の国の臣民の学業如何による。それ故、汝等学童はぼんや
りしていてはならない。そして学業は、ただ読書、習字、算術などを修めるだけではなく、
両親、教師、目上の人の訓えに従って、言行を正しくすることが最も重要である。」 
 
 愛国心や独立心に関する項目として第 3 課「漢陽」、第 5 課「世宗大王」、第 12 課「条約
國」、第 22 課「乙支文徳」などがある。これまでの漢籍教材では必須であった儒教倫理の五
倫の項目がなく、第 19 課「支那國」では、「中華として自大視し他国を外夷として蔑視して
きた。今では、世界からは嗤笑され陵辱を甘受している。憐れむべし」と否定的な内容で記
述している。それとは反対に、ワシントン大統領やコロンブス等西欧の偉人の業績に関する
内容は多く、特にアメリカに対しては好意的で独立戦争やニューヨーク、合衆国大統領ガー
フィールド（J.A.Garfield 1831～1881）の生涯、「合衆国鉱業」など、多くの教材が掲載さ
れている。「國民小學読本」には上記内容以外にも、自然科学に関する新知識や時間厳守、
勤労の重要性などの社会規範に関連した内容も紹介されている。 
「國民小學讀本」に叙述されている教育内容を外国事例、学部編纂局の独自教材事例、日
                                                   
38 この詔書は、大韓帝国期の教育改革の支柱であり教科書編纂の基本指針でもあった。西欧諸国の発展
の基盤は、教育による国民の開明化であること、つまり、「国力とは民力であり、民力とは即ち教育力
である」という視点である。そして、旧学を「虚学」として批判し実用の学問の必要性を唱えている。 
「環顕宇內形勢 克富克强獨立雄視之諸國 皆其人民知識開明 知識之開明以敎育之善美 則教育實國  
家保存之根本」「敎育又有其道虛 名實用可先分別 讀書習字掇拾古人糟粕 朦時勢大局者其文集 雖
凌駕古 今不過一無用書生 今朕示敎育綱領 虛名是祛實用是用」「高宗純宗実録 中」 探求堂 
1970年 p536-537 
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本の「高等小學讀本」からの引用教材事例に関して「愛国心」「歴史」「地理」「修身・教育」
「科学・生物・産業」などの項目39にみられる特性を明確にしていく。 
 
（1）「國民小學読本」と「新訂尋常小學」との外国教材事例の比較 
 「國民小學讀本」と日本人学部補佐員高見亀・麻川松次郎が関わった「新訂尋常小學」の
教材項目における外国事例をまとめると【表－2】となる。歴史的な人物逸話は、「國民小學
讀本」では、第 27 課・第 28「ガーフィールド」（アメリカ大統領）、第 33・第 34・第 35
「西米利加獨立」のワシントン、第 25 課「時間恪守」のワシントンのアメリカ人、第 31
課・第 32 課「西米利加発見」のイタリア人コロンブスなど西欧人が取り上げられている。
それに対して「新訂尋常小學」では、西洋人は第７課「華盛頓の話」のみである。人物の逸
話を導入する主な狙いは、人物の国籍ではなくその逸話の徳目、すなわち、教訓的内容であ
るが、「新訂尋常小學」では、日本人の「小野道風」と「塙保己一」の事例が目立つ。 当時
の中国「清」に対する自主独立意識を強調する内容で「清国」に対する批判的な教材、第 19
課・26 課「支那國」の配列に関しては、日本の「高等小學讀本」の引用翻訳でなく、当時
の学部編纂局の独自単元である。「支那國」の内容に見られるように清国の民族性や歴史事
象に対する批判的観点が存在している。中国との関連で第 40 課・41 課「成吉思汗」が配置
されている。不可解な記述は第 41 課「成吉思汗二」の最後の部分で、東洋人のジンギスカ
ンが西欧諸国まで攻め入った偉業を説明した後、源義経が北海道から満州に到りジンギス
カンとなったという、「義経再興記」をある西洋人が著していると紹介していることである 。 
 
【表－２】 「國民小學讀本」と「新訂尋常小學」の「外国事例教材」 
朝鮮教科書名 課 国籍 題目 朝鮮教科書名 課 国籍      題目 
國民小學讀本 第14課 英国 倫敦一 國民小學讀本 第21課 米国 紐約 
國民小學讀本 第15課 英国 倫敦二 國民小學讀本 第27課 米国 ｶﾞｰﾌｨｰﾙﾄﾞ 一 
國民小學讀本 第19課 中国 支那國一 國民小學讀本 第28課 米国 ｶﾞ-ﾌｨｰﾙﾄﾞ 二 
國民小學讀本 第26課 中国 支那國二 國民小學讀本 第31課 米国 西米利加發見一 
國民小學讀本 第40課 中国 成吉思汗一 國民小學讀本 第32課 米国 西米利加發見二 
國民小學讀本 第41課 中国 成吉思汗二 國民小學讀本 第33課 米国 西米利加獨立一 
國民小學讀本 第25課 米国 時間恪守 國民小學讀本 第34課 米国 西米利加獨立二 
國民小學讀本 第38課 米国 合衆國礦業 國民小學讀本 第35課 米国 西米利加獨立三 
新訂尋常小學 第12課 日本 小野道風 新訂尋常小學 第18課 中国 司馬温公 
新訂尋常小學 第3課 日本 塙保己一 新訂尋常小學 第7課 米国 華盛頓の話 
新訂尋常小學 第20課 日本 日本居留地     
これまで、東洋に位置する中国に対して批判的視線で扱っていたのが、この課では同じ東洋
人としての連帯感を示して、ヨーロッパに響かせた「威名」を強調している。清国対する扱
い方と比較して日本の扱い方は不均衡であると言える。このように「國民小學讀本」では、
清国に対する批判的姿勢と比較するとアメリカの事例が多いことは確かであり、강진호や
전용호等が指摘するように「親美派」官僚の視点が「國民小學読本」の内容に影響している
ことがうかがえる。 
 
（2）学部編輯局作成の独自教材 
【愛国心】 
 第 1 課「大朝鮮國」に見られるように、朝鮮の自主独立意識と愛国心に関わる教材は非常
                                                   
39 李海明『開化期教育改革研究』乙酉文化社 1991年 p224～p226 第 3 章の教科書内容項目を参照に
して分類を行った。 
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に重要視され、大韓帝国と皇帝陛下に対して忠誠心を持つことの重要性を諭す内容である。
第 12 課「条約国」では、現在大韓帝国が締結している日本や西欧諸国の条約国を説明して
いるが、清に対しては、丙子胡乱による敗北で屈辱的な条約を数百年間結んでいたが、現在
では世界万国との関係と同様であることを強調している40。そして、国の富強は国土の大小
でなく人民の開化と尊王愛国心にかかっており、尊王愛国の心を忘れず国民として一団と
なって勤労に専心するよう諭している。また、第 22 課「乙支文德」では、随の煬帝率いる
130 万の大軍を多様な戦略と戦術で打ち負かした高句麗の将軍であることを説明している。
その当時、高句麗は隋と比較すると小国であったが、乙支文德の気力、愛国心で勝利するこ
とができたことを強調し、乙支文德は、我国四千年以来の文武兼備した第一の見習うべき人
物であると締めくくっている41。 
 第 3 課「漢陽」の形式は、「高等小學讀本」の巻 1 第 5 課「東京」を参考にしているが、
叙述内容は独自なもので、首府の街並みを次のように叙述している。「我が国の首府で大君
主陛下の皇居があり、政府が全国の政事を執り行っている地であり、宮殿や邸宅、商店が櫛
のごとく建ち並び繁栄している。都城は周囲 9975 歩の城郭が整然と囲み、城門が八カ所あ
る。皇居は景福宮にあり光化門は荘厳無比である。」と首府の繁栄を説明するが、最後の部
分で「外国の首府と比較すると学芸や商工業交通、その他百般事業が具備できていない。」
と述べて、「漢陽」を文明開化されるように経営するのは生徒の将来の事業であるとして、
専心修学するよう訓示している。その目指すべき都市が「高等小學讀本」から引用されてい
る第 21 課「紐約」と第 14 課・第 15 課「倫敦」である。 
 日本の「高等小學讀本」には、「忠君愛国」を目的とした巻 2 第 1 課「皇統一系」や第 2
課「神器国旗」、巻 4 第 28 課「皇国ノ民」、第 27 課「楠正成ノ忠誠」、第 33 課「楠正成ノ
遺戒」など天皇に対する「忠君」の単元が存在しているが、「國民小學讀本」では大君主陛
下である高宗に対する直接的な内容の教材は編纂されていない。「新訂尋常小學」では、高
宗の誕生日の祝賀を説明する巻 3 第 1 課「萬壽聖節」や朝鮮王朝太祖大王の即位を説明す
る 15 課「紀元節」などの教材項目が存在している。甲午改革期前期と大韓帝国期の「忠君
愛国」に関わる高宗の権威の位置づけの違いが、二つの教科書に反映している。 
 
【歴史】 
「愛国心」の教材と同様に、朝鮮王朝期の英明な国王や外敵を撃破した将軍への賞賛、外
国を事例とした自主独立の尊さを強調する内容である。第 5 課「世宗大王紀事」では、我国
の世宗大王は万古の大聖人であると説明し、農事の為の農事集をつくって頒布したり、倫理
の綱領を定め三網行実の冊子をつくって頒布した。世宗大王は外国にはその国の文字があ
るのに、朝鮮にはなかったので「訓民正音」の文字をつくり、また、木冊板の印刷は不便な
ので銅活字を鋳造させた。大聖人の開物成務の文明の徳は、古代の堯舜禹と並び称されるほ
どであると位置づけ、最後に愛国心をもって勉学に励み、富国文明化につとめ、大聖人の自
主独立国の活発勤勉な良き民にならなければならないと訓示している。第 22課「乙支文徳」
は、「愛国心」の項目でも説明したように隋の煬帝の大軍を撃破した勇猛心溢れる将軍とし
て紹介し、生徒が乙支文徳のような人になるよう努めなければならないとしている。 
                                                   
40 清国の教科書では、朝鮮を属国として記述した。宣統三年（1910）刊行の清国学部編纂「初等小學國
文教科書」では、朝鮮が清国の属国であることを第三十八課「中日之戦 光緖二十年日本侵我属国朝鮮
之権遂開釁 我国陸軍敗於平壌」と強調している。この教科書は、「抬頭」の書式が守られて「太祖」
「太宗」は三文字、「皇上」は二文字、「朝」（清朝の意）「監国摂政王」は一文字持ち上げられている。 
41 乙支文德は、国難に対峙した将軍として、その後、編纂刊行された「初等小學」や「最新初等小學」
「幼年必読」等の多くの教科書に掲載されているが、日本人が編纂に関わった「新訂尋常小學」では取
り上げられていない。 
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 日本の「高等小學讀本」には、巻１第 8 課「日本古代ノ略説」から巻７第 35 課「近代ノ
文明」まで、歴史教材が全７巻 81 課で扱われているが、「國民小學讀本」では当然である
が、これらの日本の歴史教材を一切引用していない。自国の歴史教材に関しては、学部編纂
の最初の国史教科書「朝鮮歴史」が 1985 年に刊行されているからである。学部で発刊した
最初の初等用国史教科書で、年紀は干支で表示し中国中心の年代記式から脱却して、朝鮮王
朝開国年を紀元と定める「開国紀元」で表示されている。乙支文徳将軍だけでなく契丹との
戦いで活躍した姜邯贊将軍、朝鮮王朝太祖李成桂の偉業も叙述され、朝鮮民族の独立意識の
高揚が意図された。 
 第 19 課「支那国一」では、「支那国はかくの如く大国で、古国の時は文化の先進国であっ
た。それが漸次衰残していき、人を侮り自尊して漫然と外国と端を釁いた。アヘンの事変で
英国に敗北したのに、それでも蠢蠢として醒めず、英仏同盟軍に敗北して北京城が占拠され
円明園は灰燼となり、歴代の宝物が奪われた。講和して莫大な賠償金を支払い、満州の一部
はロシアに割譲され香港は英国に占領され、安南等の南方地域は西洋人に蹂躙された。それ
でも今に至っても自国を中華であると自大視して他国を外夷として蔑視している。世界の
嗤笑と凌辱を甘受している。憐れむべし笑うべし」と衰退し外国から侮られている清国の現
状を叙述して、これまでの華夷意識からの脱却を図っている。第 26 課「支那国二」でも、
「支那国は様々な皇統を経て儒教が綿々と続き絶えることがなかった。ついに虚文でもっ
て本と見做し皇室・社稷をその次にした。尊主愛国の心がないことは自然の成り行きである。
これは、すべて文教の失宜である。よい鑑であり戒めることだ」と、中国の停滞と儒教の問
題点を批判している。「文教の失宜」とは、「教育の衰退」であり中国と同様に国家の衰退を
招いてはいけないとしている。これらの内容は、事大意識の払拭と自主独立を達成するため
にも、教科書の教材内容として不可欠のものであった。 
 第 33 課「西米利加獨立一」、第 34 課「西米利加獨立二」では多くの分量を割いて、合衆
国がワシントンを中心に国民が一致団結して、如何にして英国の植民地から独立を勝ち取
ったか詳述している。この教材項目では、自国の歴史に自信を持つとともにアメリカ独立の
歴史事象を通して、自主独立の尊さを教え諭そうとしている。内容的には甲午改革の基本的
精神である自主独立と歴史的主体性を教育を通して実現させようとした強い意志が込めら
れている。この単元は、日本の「高等小學讀本」にはないもので、朴定陽の『美俗拾遺』の
文中からの一部引用があり、「國民小學読本」と朴定陽や李商在などの開化派官僚の関わり
を示す根拠となっている教材である。 
 
（3）「高等小學讀本」からの引用教材 
 日本の「高等小學讀本」を底本としているため、独自単元の教材以外は引用単元が多いの
は事実である。しかし、引用のための取捨選択の主体は学部編輯局であり、その基準は朝鮮
のために必要な教育内容である。「高等小學讀本」からの引用に関して、강진호は内容を朝
鮮の現実に適応するように調整する「模倣と調整」と内容を簡潔に要約して核心を伝達する
「要約と縮小」、必要な部分を抜粋して整理する「抜粋と整理」の三種類の方法で引用して
いると論考している42。例えば、「國民小學読本」の第 20 課「銭」は、「高等小學讀本」の巻
5 第 1 課「貨幣ノ必要」、第 2 課「貨幣ヲ論ズ」、第 20「貨幣ノ商品タルベキ価格」、第 21
課「貨幣ノ鋳造」のそれぞれの部分から抜粋して整理して要約されている。教科書編纂のた
めの経験や準備不足のため、日本の教科書をモデルとして引用しているが、そのまま模倣し
たものではなく、朝鮮の状況に適応するように単元を選別し内容を調整した。主体的に教材
                                                   
42 강진호「国語教科書の誕生と近代民族主義－国民小學読本(1895)を中心として－」『상허学報』36集 
2012年 P270～P277 
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事例を選択引用して編纂することによって、「國民小學讀本」は日本の「高等小學讀本」の
単なるコピー教科書ではない「朝鮮」の教科書となるのである。 
 
【地理】 
 この教材では、西欧の都会の先進性と繁栄を紹介し視野を広げ、世界観を変えようと意図
している。日本の「高等小學讀本」では、外国都市として米国と英国の都市の他に巻 4 第 8
課「北京」、巻６第 21 課「巴黎」、第 31 課「伯林」、巻７第 6 課「維也納」、第 12 課･13 課
「羅馬」、第 18 課「聖彼得堡」などの単元があるが、引用したのは「ニューヨーク」と「ロ
ンドン」のみである。第 21 課「紐育」では、アメリカ合衆国ニューヨーク州の貿易都府で
合衆国第一の都会であると説明して、河川やセントラルパーク公園の様子、二百万人以上の
人口で世界中の一二を争うべき商業繁盛の地で、鉄道は全国から蜘蛛の網のごとく集まっ
ていること。市街や道路の上を走行する高架鉄道など、その繁栄と先進性を説明している。
第 14 課「倫敦一」も同様でロンドンは、世界第一の大都会で人口は四百万を超える世界の
商業の首府であり、外国の城鎮と市港の商務を連絡するために、汽船帆船が万国を往来し、
鉄道と電線が縦横していることなどが記述されている。このように、この項目では、西欧諸
国の大都市の具体的な姿とその繁栄を叙述して、富国自強を通して朝鮮が目標としている
豊かな国家像を示している。しかし、国際都市としての「倫敦」の繁栄に対する憧憬と羨望
の視線からは、インドを含めて植民地を獲得してきた強大な帝国としてのイギリスの様相
は言及されていない。 
 地理的発見に関しては、「高等小學讀本」では、巻 4 第 12 課・13 課「亜米利加発見」、巻
7 第 21 課・22 課「世界ノ周航」、第 27 課・28 課「世界ノ周航続」において、それぞれコ
ロンブスとマゼランなどの業績を紹介している。「國民小學読本」では、アメリカに関わる
第 31 課・32 課「西米利加発見」で新大陸発見までのコロンブスの苦労や新大陸の様子を取
り上げて、これまでの中国・朝鮮を中心とした狭い小中華意識の世界から脱却を図り、世界
的視野を広げようとする内容になっている。 
 
【修身・教育】 
 修身に関する単元は、従来の「童蒙先習」に見られるような伝統的な倫理観に関わる項目
はあまり引用されてない。「新訂尋常小學」では、「五倫」として示されてきた倫理の中の「孝」
に関する教材が取り上げられていて43、「國民小學讀本」との違いが目につく。「國民小學讀
本」では、怠惰の戒めや労働の意義を諭している第 24 課「老農夕話」、時間を守ることの大
切さを教えている第 25 課「時間恪守」に見られるように、「勤勉」や「時間厳守」など社会
的な道徳特性を教え諭す事例が引用されている。苦労しながらも偉業を打ち立てた偉人と
して、アメリカ合衆国第 27 代大統領ガーフィールドを事例にした第 27・28 課「ガーフィ
ールド」がある。「高等小學讀本」の単元名は「苦学ノ結果」であり、苦学と立身出世を意
図している教材である。「國民小學讀本」でも同じ扱いで、様々な仕事や苦労をしながら一
生懸命勉強して大学に進学し、最後には大統領にまでなった。勉学に努力して不撓不屈の精
神で人生を歩んだことと大統領としての業績を記述している。従来の漢籍教材の中国の偉
人の逸話でなく、西欧人の偉人を取り上げている点に新教科書の編輯方針の特色が現れて
いる。 
                                                   
43「新訂尋常小學」では、修身的な内容の単元として、子ネズミの母ネズミに対する親孝行の話（第 9 課
「孝鼠」）や美しい鶯や鴛ではなくて、美しくはないが大変親孝行と言われている烏になりたいと答え
た女子の話（第 13 課「鳥 に願う問答」）、国王の出遊の見物よりも親の言いつけを第一と考える娘の
話（第 12 課「宿瘤」）などが教材化されている。これらの教材は、日本の「尋常小學讀本」や「尋常
小學讀書教本」などから引用されている。 
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 教育こそ国家富強の基礎であり、教育の重要性を教科書で強調している。特にこれまでの
中国の古典を多く覚えるという読書や学習方法を批判するとともに、書籍上の知識だけで
なく実際に観察したり応用したりすることの大切さを諭す内容になっている。第 13 課「知
識一話」では、そのような視点で記述され、「知識の貴きは、これを応用することの如何に
ある。只、書籍上で種々のことを知っていることが貴いことではない。その知っていること
を実際に良いことに応用して、初めて貴いことになる。」と、知識を応用することの意義を
強調している。その他、第 8 課「書籍」や第 17「勤学」でも教育を重視した内容で構成さ
れている。教育に関する単元では、旧来の書堂での漢籍中心の学習方法を批判して、書物を
暗記するだけの勉学でなく、知識内容を理解して実際に活用することの大切さを強調して
いる。これまでの儒学の伝統では、事物の実質を観察して究明するよりは理念と名分を重要
視してきたが、事物を精密に観察してそれを現実で応用することを主張している。 
 
【自然科学・産業・技術】 
 これまでの書堂での教育内容やそこで使用された「童蒙先習」等の漢籍教材で、最も不足
していたのは、自然科学に関する学習内容であった。基礎的な自然科学に関する知識を習得
することは、その後の富国自強のための技術や実用的な学問に結びつくとともに、迷信や旧
来の弊習から脱却させるための教育内容であった。それだけに、理科に関する教材項目とし
て「高等小學讀本」から引用して記述されている。生物関連の題材では、第 7 課「植物変
化」や第 18 科「蜂房」、第 11 課「駱駝」、第 36 課「鰐魚」、第 37 課「動物天性」などであ
る。動物の特性、植物の生育に関して説明しながら、生物全般に関する知識や見聞を広げる
教材内容になっている。 
また、化学・物理関連の題材は特に重要視された。第 16 課「風」では、空気の熱による
膨張や気圧の変化等を説明し、第 29 課・30 課「気息」では酸素と二酸化炭素の事例を示し
て、日常生活や実験を例示しながら物理や化学知識を広げていく項目もある。第 39 課「元
素」は高度な内容であるが、身近な金属の特性を例示しながら説明して、最後に化学者の発
明による物質的恩恵を述べている。「自然科学・理科」の単元は、日本の「高等小學讀本」
の記述内容と同一であるが、「鰐魚」では独自に新たに文章を追加して記述している部分が
ある。鰐の特性を記した後に、東洋諸国の神霊の存在について言及し、清国の国旗表象44と
して龍が存在していることを指摘し、鰐のとの関連について記述している。 
 道路や交通網の大切さや社会資本の重要性を第 6 課「商事及交易」等で説明している。 
「漢陽と各府都会は地方で産出製造する物品を集散する場所である。その物品の集散が速
いと繁盛するが、その集散が遅いと漸く衰残していく。集散の遅速は道路、橋梁、舟、車の
便不便とによる。このように、人は孤立して生業を営むことはできない、互いに相依り相親
みて世に立つことができる。」と物流の重要性を説明し、外国との貿易は国家富強に相関し
ているので注意すべきことであると強調している。 
産業関連の題材では、漁業での西欧諸国の捕鯨に関する特色を記述している。第 23 課「鯨
猟」では、捕鯨は大変危険な業であるが、その利が莫大なので欧州やアメリカから多くの捕
鯨船を出していることを説明している。「危険を冒して従事する水夫の剛気は、戦場で身を
捨て国に報いる兵士と異ならない。水夫は国を利するために危うきを忘れ、兵士は国を護る
ためにその身を捨てる。」と、国益のために危険な仕事にも従事することの重要性を諭して
いる。第 38 課「合衆国鉱業」では、合衆国は建国されてから 100 余年に過ぎないけれど、
各地の資源を発見開発して今日の富国になったとしている。このように「國民小學読本」は
朝鮮の富強のための「実事求是」と「利用厚生」することの重要性を強調している。 
                                                   
44 黃色地に龍が描かれた清国国旗「黄龍旗」を指している。 
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おわりに 
 「國民小學讀本」は、日本の国語教科書「高等小學讀本」を参考にして、引用翻訳したり
朝鮮の現状・慣習に適合するよう書き換えたりにして編輯作成された。引用翻訳された教材
項目は、「自然科学・理科」分野や欧米の大都市の繁栄や産業関係の項目で、それらは、当
時の朝鮮社会に適応する題材に改良された。特に愛国心や歴史に関わる項目では、「乙支文
徳」のような朝鮮の武人や「世宗大王」の英明な君主を中心に展開し、自主独立と愛国心の
高揚を目指した教科書にしている。「支那」という名称から清国の民族性や歴史事象に対す
る批判的視点や中国の侵略を撃破した乙支文徳を紹介しながら、秀吉の軍を打ち破った水
軍将李舜臣が取り上げられてないなど、当時の日本の影響を否定することはできない。しか
し、「國民小學讀本」は、甲午改革期朝鮮での初めての教科書として、経験不足ながら学部
が主体となって独自教材を開発し、日本の教科書から朝鮮に適応できる教材項目を取捨選
択して編纂作成した教科書であると言える。 
一方、初等教育用の教授用図書として評価すると、識字学習や教材配列の難易度の面では
改善が要求される国語教科書である。翌年刊行された「新訂尋常小學」や 1900 年代以降に
民間や私立学校から刊行された国民教育会編纂「初等小學」45、徽文義塾編纂「高等小學讀
本」46、玄采著「幼年必読」47などの読本教科書と比較すると挿絵の使用や教材配列の適宜
性の面でその差が大きいのは事実である。「國民小學讀本」は学習者への教授過程の配慮よ
りも、学部編輯局として朝鮮の教育改革のための理念とその指向を強烈に反映させた開化
啓蒙のための教科書であった。日本が、欧米から輸入した教科書を底本とした翻訳調の初期
の教科書から脱却し、自国の教育目的や社会状況に合わせた教科書を作り上げたように、大
韓帝国学部もまた自国教科書を創り出せる力を内在していたと言える。  
 学部編輯局が刊行した教科書は、政治的外的な影響を受けながらも新しい学校教育のた
めの具体的な教育内容を提示した。教材項目は、自然科学や社会生活に必要な新知識や教育
の大切さを説く内容も重視され、また、自国に対する正しい認識をもつための｢歴史｣教材や
愛国心を高める内容項目も含まれていた。日本の教科書の翻訳引用の多さから教科書編纂
の主体性に疑問視する傾向も見られたが、内容項目の分類整理や日本の教科書との教材比
較などから、当時の学部編纂局が教材選択権を持ち主体的に編纂した教科書であるといえ
る。「國民小學讀本」は、日本の教科書を翻訳し模倣しただけのものではなく、当時の朝鮮
が抱える課題に正対すべく、自国の教育目的を達成するために編纂されたものである。 
啓蒙書でもあった教科書は、学校教育の拡大とともにその内容や役割も変化していった。
甲午改革期の「國民小學讀本」の役割は、主に中国に対する事大意識の払拭と開化意識の鼓
吹であったが、乙巳条約以降の愛国啓蒙運動の広がりとともに、日本の国権侵害に対する大
韓帝国への「愛国心」の強調と「独立」意識を高める教科書が求められるようになってきた。
                                                   
45 1906年 10月に民間愛国団体である「国民教育会」によって編纂発行された。統監府設置後、日本人学
部参政官による教科書日本語化計画への反発、その後の親日的内容の学部編纂国語読本への対抗から作
成された民間編纂教科書。1909年統監府の教科書統制によって禁止処分を受けた。 
46 1906年 11月から 1907年 1月に刊行され、編纂から印刷刊行まで、全てを徽文義塾で行った。主に私
立学校で使用されたが、1908年 8月の教科用図書検定規定より不認可となり、1910年 11月には発売頒
布禁止図書にも指定された。朝鮮の国権回復のための張志淵らの考えを生徒にわかりやすく学ばせるた
めの「論説集」的な内容になっている。事大主義、依頼性、党派性など朝鮮の社会に根強くある弊習の
打破と愛国心の高揚、自主独立精神の確立を目指している。張志淵が「皇城新聞」や「大韓自強会」月
報に掲載した記事や論説が多く取り入れられている。 
47 学部編輯局に所属していた玄采によって、1907年に出版された初学用の歴史・地理を中心にした読本  
教科書である。序文に「我が韓人、尚を旧習に泥し愛国の誠に味なるが故に、此の書専ら国家思想を喚
起するを以て主と為す。歴史を以て総括と為し、傍らに地誌と世界事状に及ぶ。」と記し、驕做頑固な
旧習を捨て学問に励んで国を救えと主張している。統監府により検定不認可、発売頒布禁止とされた。 
千葉大学大学院人文公共学府 研究プロジェクト報告書 第 338 集 pp.28-43 2019 年 
『東アジア「近世」比較社会史研究 その２』 
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教科書は民族の尊厳と国家の主権を回復する要として、「およそ教科書は国民の思想を鋳造
する器機であり、国家の実力を培養する機関である。」48と位置づけられた。 
 1905 年以降、日本の統監府の設置により大韓帝国学部編輯局は主体性を保持していくこ
とが難しくなり、統監府の「模範教育」に抵抗できる教科書は私立学校や民間が担うような
った。しかし、それらの教科書も 1908 年制定の「教科用図書検定規程」49によって、「韓国
と日本の親交を阻害するもの」「排日思想を鼓吹するもの」「偏狭なる誤った愛国心で挑発す
るもの」として使用禁止や発売頒布禁止処分を受けていくことになる。「國民小學読本」も
1910 年「日韓併合」後、朝鮮総督府によって民族意識を鼓吹するという理由で発売頒布禁
止処分となった50。何故ならば、「國民小學讀本」は統監府期の「模範教育」強制下、日本人
学務参与官が編纂した「普通學校學徒用国語讀本」51とは異なる、開化期「朝鮮」の教科書
であったからである。 
 
【図－1】「國民小學讀本」              【図－2】「高等小學讀本」 
韓國學文獻研究所編『韓國開化期敎科書叢書 1     国立国会図書館所蔵 
國語篇 I』亜細亜文化社 1977 年復刻版       「近代デジタルライブラリー」 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp 
/pid/868030 
 
（のむら じゅんいち／千葉大学人文公共学府人文科学コース 博士後期課程） 
                                                   
48 「大韓毎日申報」1910年 1月 11日「独立自由愛国等の精神と偉人英雄烈士等の事績を写し出すことが
できない。これらの教科書がどれほど発行されても、国民の精神気力を鼓吹することはできない。それ
故に、教科書検定は肯定できるものではなく、嘆くべきことである。およそ教科書は国民の思想を鋳造
する器機であり、国家の実力を培養する機関である。」 
49 教科書検定では、特に「政治的事項」の次の三点を不認可の禁止要因としている。 
 (一)裏面ト表面ヨリ我国現状ヲ破壊セントスル精神ヲ煽揚スル者 
 (二)排日思想ヲ鼓吹シテ我国ト日本ノ親交ヲ阻礙セントスル者 
 (三)偏狭ナル誤謬ノ愛国心ヲ挑発シテ子弟ヲ誤ラシムル虞有ル者 
 朝鮮民族としての愛国心を鼓舞する大韓帝国皇室への忠義や朝鮮の歴史に関する記述が排除され、「自
主」「独立」の語が教科書上で徹底的に禁止された。自国に対する「愛国心」や皇室に対する「忠 誠」
は、全て「偏狭ナル誤謬ノ愛国心」と見なされ、「独立・自主」の文字は「排日思想鼓吹」として断罪
された。 
50 1910年 11月 9日付で発売頒布禁止。朝鮮総督府編「教科用図書一覧」1912年改定第 6版 
51 統監府の「模範教育」強制による４年制「普通学校」で使用するために編纂された教科書である。朝
鮮民族としての愛国心を鼓舞するような国や君主への忠義、日本の朝鮮侵略の歴史に関する記述は全て
排除し、亡国史的な内容構成になっている。また、朝鮮人を従属的地位に置いたうえで、教育政策の次
元で文明化の「恩恵」を強調して、朝鮮の後進性と日本の先進性が教示された。 
